
厳しい冬、安定供給に全力
　
原
子
力
発
電
所
が
動
か
な
い
冬
―
。
北
海
道
電
力
の
電
力
安
定
供
給
を
維
持
す
る
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。
積
雪
寒

冷
地
を
営
業
エ
リ
ア
と
す
る
北
海
道
電
力
は
国
内

電
力
会
社
の
う
ち
で
唯
一
、
年
間
電
力
需
要
の
ピ
ー
ク
が
常

に
冬
に
来
る
電
力
会
社
だ
。
現
在
は
人
間
の
営
み
す
べ
て
を
電
力
が
支
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

電
力
が
な
け
れ
ば
日
常
生
活
が
困
難
に
な
り
、
経
済
活
動
が
停
止
し
、
社
会
が
機
能
し
な
く
な
る
。
加
え
て
寒
さ

が
厳
し
い
冬
の
北
海
道
で
は
人
命
に
さ
え
か
か
わ
る
。
そ
れ
だ
け
に
冬
の
北
海
道
に
お
け
る
電
力
安
定
供
給
は
夏

よ
り
も
重
要
だ
。
北
海
道
電
力
が
掲
げ
る
こ
の
冬
の
基
本
方
針
は
「
や
れ
る
こ
と
は
す
べ
て
行
い
、
電
力
安
定
供

給
に
全
力
を
尽
く
す
」
。
可
能
な
限
り
供
給
力
を
引
き
上
げ
、
需
要
面
で
は
自
治
体
、
企
業
、
家
庭
な
ど
に
節
電

へ
の
協
力
を
要
請
す
る
。
一
方
で
１
―
３
号
機
す
べ
て
が
停
止
し
て
い
る
泊
原
子
力
発
電
所

泊
村

で
は
一
刻

も
早
く
発
電
を
再
開
す
る
た
め
、
実
施
す
べ
き
安
全
対
策
を
粛
々
と
進
め
て
い
る
。

道
の
灯
り
絶
や
さ
な
い

泊原子力発電所の安全対策
中
長
期
的
に
積
み
上
げ
継
続

建屋の出入口に導入された分厚い水密扉

北海道電力

（ ） 【企画特集】 ２０１２年 平成２４年 １２月１２日 水曜日 　　

供
給
力
上
積
み
で
南
早
来
変

電
所
に
小
型
発
電
機
を
緊
急

設
置

移
動
発
電
機
車

を
配
備

一
刻
も
早
い
復

旧
に
向
け
作
業

員
が
仮
設
鉄
柱

を
組
み
上
げ
る

迅
速
に
追
加
対
応

　
東
日
本
大
震
災
後
、
最
後

ま
で
稼
働
し
て
い
た
泊
原
子

力
発
電
所
３
号
機
が
定
期
検

査
に
入
る
た
め
５
月
に
停
止

し
た
。
そ
れ
以
降
、
３
機
す

べ
て
が
停
止
し
た
ま
ま
冬
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
泊

の
定
格
電
気
出
力
は
１
・
２

号
機
が

万
９
０
０
０

、
３
号
機
が

万
２
０
０

０

で
、
３
機
合
わ
せ
る

と
２
０
７
万

。
北
海
道

電
力
の
発
電
設
備
容
量
の
約

％
を
担
い
、

年
度
の
電

力
供
給
量
に
占
め
る
比
率
は

％
だ
っ
た
。
泊
は
北
海
道

内
の
ベ
ー
ス
電
源
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

　
原
子
力
発
電
所
を
規
制
す

る
新
組
織
、
原
子
力
規
制
委

員
会
が
新
し
い
安
全
基
準
を

制
定
す
る
の
は

年
夏
に
な

る
と
見
ら
れ
、
泊
が
い
つ
発

電
を
再
開
す
る
か
は
ま
だ
不

透
明
な
状
況
。
そ
ん
な
中
、

北
海
道
電
力
は
実
施
す
べ
き

安
全
対
策
を
粛
々
と
進
め
て

い
る
。
新
基
準
が
決
ま
っ
た

段
階
で
不
足
し
て
い
る
安
全

対
策
が
あ
れ
ば
迅
速
に
追
加

対
応
し
、
一
刻
も
早
い
発
電

再
開
を
目
指
す
。

過
酷
な
状
況
も
想
定

　
原
子
力
発
電
所
の
緊
急
時

に
お
け
る
安
全
対
策
の
肝
は

原
子
炉
を
冷
や
す
こ
と
。
福

島
第
１
原
子
力
発
電
所
は
津

波
で
冷
や
す
機
能
を
失
っ
た

こ
と
が
重
大
な
事
故
に
つ
な

が
っ
た
。
北
海
道
電
力
は
福

島
第
１
の
事
故
後
、
電
源
の

確
保
、
冷
却
機
能
の
確
保
、

浸
水
対
策
の
三
つ
を
重
点
項

目
と
し
て
泊
の
緊
急
安
全
対

策
を
実
施
、

年
４
月
下
旬

に
完
了
し
た
。
移
動
発
電
機

車
の
配
備
、
建
屋
の
水
密
性

向
上
、
代
替
給
水
方
法
の
確

立
と
い
っ
た
対
策
に
よ
り
、

泊
が
福
島
第
１
と
同
様
の
災

害
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
で

も
、
原
子
炉
を
冷
や
し
て
安

全
を
確
保
で
き
る
体
制
に
し

た
と
い
う
。

　
さ
ら
に
安
全

性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
進
め

て
い
る
の
が
中

長
期
的
な
対

策
。
現
段
階
で

は
原
子
力
安
全

・
保
安
院
が
解

散
前
に
示
し
た

新
し
い
規
制
の

方
向
性
が
中
長

期
対
策
の
指
針

だ
。

　
三
上
博
光
エ

ネ
ル
ギ
ー
広
報
担
当
課
長
は

「
新
し
い
規
制
は
よ
り
過
酷

な
状
況
も
想
定
す
る
方
向
に

あ
る
。
た
ゆ
ま
ぬ
安
全
へ
の

取
り
組
み
を
求
め
て
い
る
」

と
指
摘
す
る
。

防
潮
堤
な
ど
設
置

　
す
で
に
実
施
し
た
の
が
移

動
発
電
機
車
の
追
加
配
備
、

建
屋
の
浸
水
対
策
強
化
、
海

水
ポ
ン
プ
電
動
機
の
予
備
機

配
備
な
ど
。
着
手
し
た
の
が

海
抜
高
さ

・
５

、
長
さ

１
２
５
０

の
防
潮
堤
設

置
、
高
台
へ
の
非
常
用
発
電

機
の
設
置
、
事
故
時
の
指
揮

拠
点
と
な
る
免
震
重
要
棟
設

置
な
ど
。
高
台
へ
の
新
規
貯

水
設
備
の
設
置
、
原
子
炉
格

納
容
器
へ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
付

ベ
ン
ト
設
備
の
設
置
、
外
部

電
源
の
信
頼
性
向
上
対
策
な

ど
に
は
、
こ
れ
か
ら
着
手
す

る
計
画
。

　
北
海
道
電
力
は
現
段
階
の

指
針
と
新
し
く
制
定
さ
れ
る

規
制
を
踏
ま
え
、
安
全
対
策

を
継
続
的
に
積
み
上
げ
て
い

く
方
針
だ
。
三
上
課
長
は

「
い
ざ
と
い
う
時
に
対
策
を

き
ち
ん
と
機
能
さ
せ
る
た
め

の
訓
練
も
重
要
」
と
強
調
し

て
い
る
。

突
発
停
電
を
阻
止

　
北
海
道
電
力
の
２
０
１
０

年
度
の
年
間
最
大
需
要
電
力

は
冬
の
５
７
９
万

で
、

夏
の
最
大
は
５
０
６
万

だ
っ
た
。

年
度
は
冬
５
６

８
万

、
夏
４
８
３
万

。
例
年
冬
と
夏
の
差
は

万
―

万

あ
る
。
北
海

道
電
力
に
次
い
で
北
に
位
置

す
る
東
北
電
力
の
場
合
、

年
度
は
夏
１
５
５
７
万

、
冬
１
４
７
０
万

。

年
度
は
夏
１
２
４
６
万

、
冬
１
３
６
２
万

。

年
度
は
東
日
本
大
震
災
の

影
響
で
冬
が
年
間
最
大
と
な

っ
た
が
、
年
間
最
大
は
夏
に

出
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

需
要
規
模
が
北
海
道
電
力
に

近
い
北
陸
電
力
は

年
度
が

夏
５
７
３
万

、
冬
５
２

８
万

、

年
度
が
夏
５

３
３
万

、

冬
５
２
６
万

。
同
じ
く
四

国
電
力
は

年

度
が
夏
５
９
７

万

、
冬
５

２
０
万

、

年
度
が
夏
５

４
４
万

、

冬
５
２
２
万

だ
っ
た
。

　
国
内
で
冬
季

に
最
も
過
酷
な

環
境
に
置
か
れ

る
北
海
道
で
、

そ
れ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
大

規
模
停
電
が

月
下
旬
に
起

き
た
。
冬
の
嵐
に
見
舞
わ

れ
、
大
雪
と
暴
風
の
ダ
ブ
ル

の
荷
重
を
受
け
た
高
圧
線
鉄

塔
が
耐
え
き
れ
ず
に
倒
壊
し

た
の
が
主
な
要
因
。
室
蘭
と

登
別
両
市
内
を
中
心
に
最
多

時
で
５
万
６
０
０
０
戸
以
上

が
停
電
し
た
。
社
会
機
能
が

麻
痺
し
、
灯
り
と
暖
房
が
途

絶
え
た
住
民
は
避
難
所
で
の

不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
灯
油
や
ガ
ス
が
燃

料
で
も
、
電
気
が
な
け
れ
ば

作
動
し
な
い
暖
房
機
器
は
多

く
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
は

灯
油
だ
け
で
暖
を
取
れ
る
ポ

ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
を
買
お

う
と
す
る
客
が
列
を
つ
く
っ

た
。

　
仮
設
鉄
柱
を
組
み
上
げ
、

３
日
後
に
全
面
復
旧
に
こ
ぎ

着
け
た
。
北
海
道
に
お
け
る

冬
季
の
停
電
の
怖
さ
を
見
せ

つ
け
る
格
好
と
な
っ
た
が
、

送
電
設
備
の
損
傷
に
よ
り
起

こ
る
停
電
は
設
備
を
修
復
す

れ
ば
復
旧
す
る
。
今
回
は
鉄

塔
倒
壊
と
い
う
大
規
模
な
損

傷
だ
っ
た
た
め
、
復
旧
ま
で

に
時
間
が
か
か
っ
た
も
の

の
、
設
備
の
修
復
は
見
通
し

が
立
つ
。
も
っ
と
怖
い
の
が

需
給
の
逆
転
に
よ
っ
て
起
こ

る
突
発
的
な
大
停
電
。
こ
の

場
合
、
復
旧
ま
で
に
か
な
り

の
時
間
を
必
要
と
す
る
可
能

性
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
陥

る
の
を
阻
止
し
、
電
力
安
定

供
給
を
守
り
抜
く
の
が
こ
の

冬
の
取
り
組
み
だ
。

　
供
給
力
の
上
積
み
で
は
南

早
来
変
電
所

安
平
町

の

敷
地
内
に
約
３
カ
月
か
け
て

小
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

基
を
緊
急
設
置
、
ト
ー
タ
ル

で
７
万
４
０
０
０

を
発

電
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。

小
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
は

夏
の
対
策
と
し
て
苫
小
牧
火

力
発
電
所

苫
小
牧
市

の

敷
地
内
に

基

発
電
能
力

７
万
４
０
０
０

を
緊

急
設
置
済
み
。
苫
小
牧
と
並

ぶ
設
置
適
地
の
南
早
来
に
追

加
設
置
し
た
。
緊
急
設
置
の

小
型
発
電
機
は
す
べ
て
英
ア

グ
レ
コ
か
ら
リ
ー
ス
し
て
い

る
。道

外
か
ら
も
受
電

　
道
外
の
事
業
者
か
ら
は
冬

季
中
、
４
万

程
度
の
受

電
を
計
画
し
て
い
る
。
北
海

道
と
青
森
県
を
つ
な
ぎ
双
方

向
で
最
大

万

の
電
力

を
や
り
と
り
で
き
る
北
本
連

系
設
備
を
活
用
す
る
。
東
日

本
大
震
災
直
後
か
ら
し
ば
ら

く
の
間
、
北
海
道
電
力
は
東

北
・
東
京
電
力
に
最
大

万

を
送
り
続
け
て
い
た
。

な
ぜ
北
海
道
電
力
も
最
大
ま

で
受
電
し
な
い
の
か
。
そ
れ

は
東
北
電
力
が
東
京
電
力
と

も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
北
海
道
電
力
は
他
の
電

力
会
社
と
の
や
り
と
り
が
北

本
連
系
に
限
ら
れ
て
い
る
の

が
理
由
。
火
力
発
電
所
な
ど

の
予
期
せ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
備

え
て
、
余
力
の

万

は

温
存
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

か
ら
だ
。
北
本
連
系
は
緊
急

事
態
に
直
面
し
た
際
に

生

命
線
の
役
割
を
果
た
す
。

　
南
早
来
の
緊
急
設
置
電

源
、
道
外
事
業
者
か
ら
の
受

電
な
ど
の
対
策
に
よ
り
需
給

が
最
も
逼
迫
す
る
２
月
の
供

ひ
っ
ぱ
く

給
力
は
夏
時
点
の
見
通
し
か

ら

万

積
み
上
げ
ら

れ
、
５
９
６
万

に
な
る

と
見
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
に

対
し
、
こ
の
冬
想
定
し
て
い

る
需
要
は
５
６
３
万

。

こ
れ
は

年
度
並
み
の
厳
寒

だ
が
、
夏
の
取
り
組
み
で
定

着
し
た
節
電
に
よ
り
３
・
３

％
削
減
で
き
る
と
の
見
通
し

を
織
り
込
み
算
出
し
た
。
こ

の
需
給
状
況
で
は
予
備
率
が

５
・
８
％
と
な
り
、
安
定
供

給
の
確
保
に
最
低
限
必
要
と

さ
れ
る
３
％
を
上
回
る
。
し

か
し
政
府
は
総
動
員
さ
れ
る

火
力
・
水
力
発
電
設
備
に
不

測
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る

こ
と
も
想
定
す
る
必
要
が
あ

る
と
判
断
、

年
度
比
７
％

以
上
の
節
電
要
請
と
多
重
的

な
対
策
の
導
入
を
決
め
た
。

　
７
％
の
節
電
が
達
成
さ
れ

た
場
合
、
冬
の
想
定
需
要
は

３
・
７
％
の
削
減
が
上
積
み

さ
れ
て
５
３
８
万

と
な

る
。
想
定
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は

過
去

年
間
で
最
悪
だ
っ
た

１
３
７
万

の
喪
失
。
こ

の
場
合
、
北
本
連
系
か
ら
の

万

だ
け
で
は
カ
バ
ー

し
き
れ
な
い
。
こ
こ
で
多
重

対
策
の
随
時
調
整
契
約
５
万

、
計
画
停
電
回
避
緊
急

調
整
プ
ロ
グ
ラ
ム

万

を
発
動
す
る
と
３
％
の
予
備

率
を
確
保
で
き
る
と
い
う
計

算
だ
。
北
海
道
電
力
は
現
時

点
で
、
緊
急
調
整
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
目
標

万

を
上
回

る
約

万

を
大
口
需
要

家
の
協
力
に
よ
り
確
保
し

た
。顧

客
に
協
力
要
請

　
北
海
道
電
力
は

年
に
泊

原
子
力
発
電
所
１
号
機
が
営

業
運
転
を
開
始
す
る
ま
で

は
、
冬
季
の
電
力
安
定
供
給

に
苦
労
し
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
冬
は
そ
れ
以
来
の
試
練

と
な
る
。
７
％
以
上
の
節
電

を
要
請
す
る
の
は

月

日

か
ら
３
月
８
日
ま
で
。
家
庭

に
は
重
ね
着
や
一
部
屋
に
集

ま
っ
て
の
だ
ん
ら
ん
な
ど
無

理
の
な
い
範
囲
で
の
節
電
を

呼
び
か
け
、
企
業
な
ど
大
口

需
要
家
に
は
可
能
な
限
り
の

協
力
を
お
願
い
す
る
ス
タ
ン

ス
だ
。

　
例
年
と
は
異
な
る
冬
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
北
海
道
電

力
の
川
合
克
彦
社
長
は
「
こ

の
よ
う
な
時
こ
そ
、
受
け
継

が
れ
て
き
た

３
６
５
日
、

時
間
、
北
海
道
の
灯
り
を

絶
や
さ
な
い

と
い
う
思
い

を
社
員
一
人
ひ
と
り
が
改
め

て
胸
に
刻
ん
で
仕
事
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
社
内
に
訴
え
る
。
す
べ
て

の
顧
客
に
協
力
を
お
願
い
し

な
が
ら
、
安
定
供
給
を
第
１

の
使
命
と
す
る
電
力
マ
ン
た

ち
は
突
発
的
な
大
停
電
と
い

う
最
悪
の
事
態
を
回
避
す
る

た
め
に
全
力
を
尽
く
す
。


